
 

好事例紹介 No.15（令和 3年10 月） 

－ 事業概要 － 

主   催：津久戸小 PTA  新小川町自治会 

協   力：神楽坂三丁目自治会 

開催日時：令和3年 7月 19日～8月 22日 

参加対象：どなたでも 

内   容： 

おうちでラジオ体操を実施してもらい、参加実績を記したスタンプカードを持参することで 

参加賞を配付する。 

津久戸小学校生徒は、PTA を通じて学校で配付、それ以外の小学生・未就学児等は、 

町会にて参加賞を配付した。 

◎津久戸小学校 PTA 加地会長 
オンデマンド配信ということで、寝坊して参加出来なかった！という事もなく、家族と一緒に参加でき、取り組みやすいラジオ

体操となったと思います。新しい取り組みを提案してくれた PTA のラジオ体操係と、ご協力いただいた新小川町自治会の皆

さんには感謝しております。今回のラジオ体操のように、オンデマンド配信などで代替がきくものは積極的に取り入れて、さらに

活動の幅を広げていきたいと思っています。 

◎津久戸小学校 PTA 大場ラジオ体操係長 

コロナの影響で「顔の見える関係」も薄くなってきているし・・・。何かできることはないか？ということで実施しました。私たち

保護者は、地域のみなさんとのつながり・顔の見える関係づくりが子どもたちの安全につながると思っています。毎年一緒に開

催している新小川町自治会に加え、今年度は神楽坂三丁目自治会にもご支援・ご協力いただきました。津久戸小学校の

牧田校長先生もラジオ体操動画を PTA 専用サイトに掲載していただく等のご協力をいただき、コロナ禍であっても町会・小

学校・PTA が一体となって取り組めたことは、PTA委員としても町の一員としてもうれしく思っています。 

おうちでラジオ体操  ～コロナ禍でも健康づくりを～ 

【 参 加 者 の 声 】 

・今年の夏休みはあまり外出できないので、少しでも身体を動かすことは大切と思いました。 

・お母さんも一緒にやってくれたので、楽しかったです。 

・子どもと一緒に久しぶりにラジオ体操をやりました。腰痛が解消しました。 

・校長先生も一緒にやってくれていると思うと「頑張ろう！」という気持ちになりました。 

「絆」～声かけ合おう むこう三軒 両どなり～ 

箪笥町地区の素晴らしいキャッチフレーズのもとに、新たな日常を踏まえたコミュニティを発信していきたいです。 

 

◎新小川町自治会 北原会長 

 例年であれば、夏休みは外で元気にラジオ体操を通じて町内の交流を図っていましたが、コロナ禍

で中止せざるを得ない状況でした。引き籠りがちで身体を動かす機会も減少してしまうので、子どもた

ちのラジオ体操を通じて身体を動かしてもらうと同時に、家族のコミュニケーション・「絆」も深めてもらえ

たらと、PTA と町会が連携して実施しました。結果として、町内で30名程のお子さんたちが申し込ん

でくれました（津久戸小生徒除く）。町会が支援することで、子どもたちも地域の一員であることを

感じ、新宿を愛し、将来に向けて社会の形成に進んで参画する人に育ってもらえたら幸いです。 

校長先生も専用サイトでラジオ体操を披露！ おうちでラジオ体操を楽しむ子どもたち 


